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シンポジウム「少子社会対策と医療・ジェンダー： 「卵子の老化」が問題になる社会を考える」 
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高校副教材「妊娠しやすさグラフ」をめぐり可視化されたこと 
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2015年 8月、文部科学省作成の高校保健副教材『健康な生活を送るために』[1] に「女性の妊娠のしや

すさの年齢による変化」の改竄グラフ  (図 1) が掲載された  [2] [3] [4]。このほかにも、産婦人科・生殖

医学業界では怪しげなグラフが種々使われている。本報告では、これらのグラフの問題点を解説すると

ともに、間違った知識を流布させようとする専門家にどのようにして対抗すべきかを考察する。 
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図：産婦人科・生殖医学で 2012年以降に広報・政治活動に使われてきたグラフの例 

 

 

図 1. 高校保健副教材  (2015年 8月) [1]。初出は吉村  (2013) 

[5]。Bendel + Hua [6] の計算結果が 3回にわたって改変さ

れてきたもの  [2] [3] [4]。 

 
図 4. 辻本ほか  (2013)   [14]。データ源不明  [15]。世界各国

の多数のウエブサイトに出現する。最も古くは   Carcio 

(1998) [16]。 

図 2. 少子化危機突破タスクフォース  (2013) [7]。Bunting et 

al. [8] Fig 1 に加筆したもの。翻訳の質が低く、国際比較に

使える調査ではない  [9] [10]。 

 
図 5. 齊藤  (2014) [17]。Dunson et al. [18] Fig 2に加筆した

もの。ベイズ推定だがモデルと事前分布が特定できない。

同データによる別論文  [19] と結果が全く違う。日本での

初出は齊藤＋白河  (2012) [20] か。 

 
図 3. 日本生殖医学会  (2013) [11]。 Menken et al. [12]   Fig 1 

の 10 本の線から、傾きの大きい線が多く選ばれている。4

本中 1本は元グラフに存在せず、「17世紀」「20世紀」の凡

例は間違い  [13]。 
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